
（単位：千円）

予算額 担当課

（総務理財関係）

愛ランド里島構想推進事業［里島出会い創出分］ 2,100

（文教消防関係）

【拡充】 学校・家庭・地域連携協力推進事業（放課後子ども教室運営事業）（再掲） 55,563 地域学習振興課

未来の「ふるさと松山」創造事業（次代に向けた特色ある学校づくり） 20,000 学校教育課

【拡充】 まつやま小中学生文化等体験学習事業［愚陀佛庵・平和教育プログラム分を含む］（再掲） 19,504 学校教育課

松山の教育研究開発事業 7,616 教育研修

センター事務所

教育の情報化推進事業 289,164 教育研修

センター事務所

（債務負担行為）

小学校教育用コンピュータ整備事業 767,674 教育研修

センター事務所

中学校教育用コンピュータ整備事業 378,381 教育研修

センター事務所

令和5年度 市長公約関連事業

愛ランド里島構想の重点プロジェクトである定住を推し進めるため、出会いの機会を提供する
結婚支援イベントを開催するほか、地元団体が取り組む出会い創出事業に補助する。

まちづくり
推進課

放課後や週末等に小学校の余裕教室などを活用して、子どもの安全・安心な活動拠点（居場
所）を設け、地域住民の参画を得ながら勉強やスポーツ・文化活動を行う。
令和5年度からは、「まつやま型コミュニティ・スクール」のモデル地区で、地域学校協働本部の
整備などを進め、子どもたちの成長を支える地域学校協働活動を更に推進する。

児童生徒が、ふるさと松山で持続可能な社会の創り手になるため、「ふるさと松山学」を活用し
たふるさと教育など特色ある学校づくりや、SDGsの目標につながる体験活動などに取り組む
市立の幼稚園と小中学校を支援し、探究的な学習や体験活動を通して学ぶ機会を確保する。
また、職員派遣事業に加え、「松山市SDGs推進協議会」に参加している企業などが実施する
SDGsに関連した事業や講師派遣などを活用する。

子どもの豊かな感受性を育むとともに、将来への可能性を引き出すことを目指し、児童生徒に
優れた文化芸術に触れる機会を提供する。
令和5年度からは、子規記念博物館内の「愚陀佛庵」を訪問し、人のつながりや出会いの大切
さを学んだり、「掩体壕」を見学し、平和の大切さを学んだりできる機会を提供する。

小中学校と協働した授業づくり等の研究や教材の開発、センター研究発表会などを通して、教
職員の授業力を向上させ、児童生徒の確かな学力と豊かな心を育成する。
また、「ふるさと松山学」教材を活用し、特色ある松山の教育を推進する。

学校の事務処理の効率化と、児童生徒の情報活用能力などの育成のため、ＩＣＴ環境を整備・
管理し、情報教育の実践と調査研究を行う。また、ICT支援員を配置し、児童生徒の情報活用
能力や教員のICTスキルを向上させるとともに、教員の業務負担を軽減する。

GIGAスクール構想を進めるため、児童生徒1人1台端末や校務用コンピュータなどを適切に管
理する。また、有効に活用するための教材用ソフトウェアや消耗品を整備する。

事　　業　　概　　要

37事業 7,036,457千円

事項 期間 限度額

ICT支援員配置業務委託 R2～R5年度 174,600

少子化対策と子育て環境の充実柱❶



（単位：千円）

予算額 担当課事　　業　　概　　要

子規記念博物館企画展示事業 9,930 子規記念博物館

（市民福祉関係）

【拡充】 平和事業［「掩体壕」活用・平和の語り部派遣分］（再掲） 993 市民生活課

笑顔ｄｅ婚活　まつやま巡り愛プロジェクト事業 8,945 保健福祉政策課

障がい児相談窓口事業 49,587 障がい福祉課

（債務負担行為）

【拡充】 ひとり親家庭等自立支援事業［子どもの学習支援事業分］（再掲） 7,048 子育て支援課

ファミリー・サポート・センター運営等事業 9,667 子育て支援課

子育て応援券交付事業 114,407 子育て支援課

SNS子ども子育て相談窓口事業（DV・ひとり親相談分）（再掲） 2,443 子育て支援課

SNS子ども子育て相談窓口事業（子ども総合相談分）（再掲） 12,787

（債務負担行為）

子育て短期支援事業 4,461 子育て支援課

児童扶養手当支給世帯や生活保護世帯などの小学校5・6年生に、学習習慣の定着や生活習
慣の習得支援を行うとともに、子どもや保護者の悩み相談に乗り、子どもの学習と生活の向上
を目指す。

発達に不安がある子どもが継続的、専門的な支援を受けられるよう、令和4年度から子どもの
発達支援に関する相談窓口をハーモニープラザに設け、管理運営を行う。

事項 期間 限度額

障がい児相談窓口運営委託 R3～R5年度 99,400

子どもの送迎や預かり等のサービス利用料を助成するなど、子育てにやさしいまちづくりを推
進する。

第2子以降の子どもの紙おむつ購入費用を支援し、安心して子どもを産み育てることができる
環境を整備する。

SNS子ども子育て相談
窓口事業業務委託

R4～R6年度 29,300

保護者が仕事や病気、家庭の事情等で児童の養育が一時的に困難となった場合、児童養護
施設等や里親宅で7日間以内で預かる。また、夫等の暴力から一時的に逃れる場合や経済的
問題等で緊急一時的に保護が必要な場合に、県母子生活支援センター等で母親と児童を保
護する。

正岡子規をはじめ、周辺の人々や郷土松山の資料を体系的に展示する。
令和5年度の特別企画展は、ドナルド・キーンと正岡子規をテーマに、ドナルド・キーンの業績
や正岡子規との関係などを紹介する。また、館蔵資料の特別展を2回開催するほか、資料の
修復やデジタルアーカイブの維持・管理などで、収蔵資料を適切に保管し、活用する。

市民の平和意識を高めるため、平和資料展や平和の語り部派遣、松山市指定有形文化財「掩
体壕」の利活用などを実施する。
令和5年度からは、市内の小学生に「掩体壕」を見学する機会を提供し、戦争の悲惨さや平和
の尊さを、次世代を担う子どもに伝えていく。

子ども総合相談
センター事務所

LINEを活用した相談窓口を設け、感染症などの社会不安での虐待やDV等のリスクの高まりに
対応する。

事項 期間 限度額

未婚化・晩婚化に対応するため、結婚を希望しているが異性に出会う機会が少ない独身男女
に、パートナーと巡り合う機会を提供する。



（単位：千円）

予算額 担当課事　　業　　概　　要

子ども医療助成事業 2,217,499 子育て支援課

【拡充】 児童クラブ運営事業（再掲） 1,290,562 子育て支援課

子育てひろば等支援事業 47,664 子育て支援課

児童館等管理運営事業 355,265 子育て支援課

（債務負担行為）

【拡充】 児童クラブ室施設整備事業（再掲） 52,369 子育て支援課

休日子どもカレッジ推進事業 8,000 子育て支援課

地域子育て支援拠点事業（直営型） 7,688

養育支援訪問事業 22,249

要保護児童対策事業 8,785

総合相談事業 18,977

中学校3年生までの保険診療での入院・通院費の自己負担分の無料化を実施する。これによ
り、子育て家庭の経済的な負担を減らすほか、病気の早期発見と治療を支援し、安心して子
育てができる環境を充実させる。

昼間、保護者のいない留守家庭児童に適切な遊びや生活の場を提供するため、児童クラブを
設置し、児童の健全育成を進める。
令和5年度は、準備が整った児童クラブから開所時間を延長する。

総合コミュニティセンターこども館内の「ToiToiToi（トイトイトイ）」など、乳幼児とその保護者が
気軽に集うことができる場所を設け、子育て相談、情報提供、助言その他の援助を行う。
また、子ども食堂の実施に必要な費用を補助することで、活動の促進を目指し、子どもの居場
所づくりにつなげる。

中央児童センター・南部児童センター・北条児童センター・新玉児童館・味生児童館・久米児童
館・久枝児童館・畑寺児童館などを管理運営し、「あそび」を通して子どもとその保護者が楽しく
過ごす場を提供する。
令和5年度は、ハーモニープラザの大規模改修に向けた実施設計を行う。

事項 期間 限度額

松山市中央児童センター等
指定管理委託

H30～R5年度 1,634,600

児童クラブの待機児童対策としてクラブ室を整備するとともに、増加する入会児童の生活環境
を改善し、児童の健全育成を進める。
令和5年度は、北久米小学校に児童クラブ室を増設し、新たに約32人分の受入れを確保する。

愛媛県などと連携し、長期休暇中に保護者のいない留守家庭児童などに、学びや遊びの場を
提供する。

子ども総合相談
センター事務所

主に乳幼児を持つ親とその子どもが気軽に集い、打ち解けた雰囲気の中で交流し、育児相談
などができる環境を整備することで、子育て中の親の子育てへの負担感を緩和する。

子ども総合相談
センター事務所

若年妊婦や、育児ストレス、産後に強い不安感や孤立感を抱えるなど様々な原因で養育支援
が必要な家庭に、保健師、保育士などが訪問し、具体的な養育に関する指導や助言等を行
う。これにより、育児不安の軽減や個々の家庭の抱える養育上の諸問題の解決などを目指
す。

子ども総合相談
センター事務所

要保護児童等への継続支援、総合的な支援、予防的支援を実施するため、医療・保健・福祉・
学校等の関係機関で構成する要保護児童対策地域協議会の連携強化や体制整備を進める。

子ども総合相談
センター事務所

子どもに関する総合相談窓口の「子ども総合相談」で0歳から18歳までの子育て、虐待、不登
校、問題行動などの様々な相談に、子どもや家庭に寄り添いながら迅速で的確に対応する。
また、関係部局や関係機関との連携を密にし、個々の状況に応じた必要な支援につなげる。



（単位：千円）

予算額 担当課事　　業　　概　　要

【新規】 ヤングケアラー支援体制強化事業（再掲） 11,112

一時預かり事業 253,903 保育・幼稚園課

【拡充】 地域子育て支援拠点事業（地域子育て支援センター）（再掲） 93,842 保育・幼稚園課

病児・病後児保育事業 111,483 保育・幼稚園課

保育士等確保支援事業（再掲） 50,186 保育・幼稚園課

【拡充】 待機児童対策・保育の質向上事業［登園管理システム等導入支援分を含む］（再掲） 297,978 保育・幼稚園課

【拡充】 妊娠・出産支援事業（再掲） 384,818 健康づくり推進課

母子保健育児支援事業 11,312 健康づくり推進課

不妊治療・不育症検査助成事業 32,495 健康づくり推進課

出産や育児の不安を軽減し、安心して子育てができる環境を整えることを目的に、相談・訪問
指導・健康教室などを実施する。また、「すくすく・サポート」では、保健師が全妊婦と面談し、産
前・産後サポート事業などを通じ、妊娠期からの切れ目ない支援を提供する。
また、妊娠や出産・育児の相談ができる機会を増やすなど、妊娠届出時から、妊婦や子育て
家庭に寄り添う「伴走型相談支援」を充実させるほか、出産育児用品の購入等の経済的負担
を軽減するため、妊娠・出産した方々を対象に、妊娠時に5万円、出産時に子ども1人当たり5
万円の応援金を給付する。

乳幼児の健康保持や保護者への育児支援のため、発達相談などを実施するほか、幼児の通
園する保育園などと、情報を共有し、育児不安を軽減する。また、小児科医師が医学的な助言
や指導を行い、地域に住むすべての子どもが健やかに成長できるよう、支援体制を充実させ
る。

不妊治療を行う方への補助や、不妊・不育症に悩む方からの相談に応じるほか、先進医療の
不育症検査を受けた場合に、その費用の一部を補助する。

認可保育所などが開設する地域子育て支援センターで、地域の子育て家庭からの育児の相
談に担当者が対応するほか、親子が気軽に集うなど、情報交換や交流ができる場を提供す
る。
令和5年度は、公立保育所の地域子育て支援センターが他地域とオンラインで交流できるよう
機器を整備するほか、SNSを活用して情報発信を行う。
また、利用予約や入退室管理のシステムを導入し、利便性向上と利用促進を目指すとともに、
より質の高い支援の提供につなげる。

保護者が就労などで、病気中の子ども（小学6年生まで）を家庭で保育できない場合に、病児
保育実施施設で、一時的な預かり保育を行うほか、保育中に体調不良となった子どもの保育
所などから同施設までの送迎を行う。

保育士確保のため、保育士養成校で資格を取得する場合の費用を補助する。また、新任保育
士への職場定着研修や高校生などへの出前講座を行うほか、清掃など保育の周辺業務を行
う保育支援者を雇用する保育所などに補助する。
また、関係機関と連携して保育士の魅力発信に取り組むほか、感染症対策のため、保健師に
よる巡回支援や指導を行う。

待機児童対策に加え、保育の質向上を目的とし、4月に1，2歳児の定員を超えて受け入れてい
る施設への助成、入所予約制の導入、加配保育士に対する助成、障がい児保育を担う保育士
への助成等を行い、保育サービスの充実を目指す。また、使用済み紙おむつの処分費用を助
成し、保護者と保育士の負担を軽減する。
令和5年度は、子どもの安全対策のため、私立保育所などに、登園管理などの業務をICT化す
るためのシステム導入に必要な経費を補助する。

子ども総合相談
センター事務所

ヤングケアラーコーディネーターを配置し、専門相談窓口を設け、相談対応や学校訪問を行う
とともに、周知・啓発で認知度向上し、ヤングケアラーの早期発見と適切な支援につなげる。
また、ヤングケアラーの負担軽減につながる公的サービスの利用調整や家事援助ヘルパーの
派遣などを行う。

保護者の就労や傷病等に伴う心理的・肉体的負担を解消するため、認可保育所などで一時的
な保育を実施する。



（単位：千円）

予算額 担当課

（総務理財関係）

【新規】 こども本の森開設準備事業（再掲） 1,426

【新規】 文化振興事業［まつやまライブ！まちなかパフォーマンス事業］ 4,447 文化・ことば課

ことばのちからイベント事業 32,329 文化・ことば課

俳句ポスト事業 6,394 文化・ことば課

【拡充】 文学賞運営事業 18,650 文化・ことば課 

（債務負担行為）

市民スポーツ活動活性化事業 4,218

社会体育振興事業 26,499

スポーティングシティまつやま推進事業 66,079

俳句と同じく短いことばでアイデアを表現する「ショートショート」の文学賞の「坊っちゃん文学
賞」で、「ことばと文学のまち松山」を一層全国に発信する。
令和5年度は、「第20回」を迎えることから、特別対談や受賞作品の感想募集などで、さらに、
坊っちゃん文学賞の知名度を高める。

事項 期間 限度額

スポーティング
シティ推進課

スポーツの振興・普及のため、「愛媛マラソン」「トライアスロン中島大会」などの大規模な大会
や各種スポーツ大会への支援に加え、スポーツ功労者の表彰などに取り組む。

文学賞運営業務委託 R4～R5年度 17,500

スポーティング
シティ推進課

市民が生涯にわたりスポーツを楽しむことができるよう、各種スポーツ大会や市民体育祭を開
催するとともに、市長旗杯大会を開催する各種団体を支援する。

令和5年度 市長公約関連事業

28事業 3,001,717千円

事　　業　　概　　要

坂の上の雲
ミュージアム

建築家・安藤忠雄氏から寄附を受ける（仮称）「こども本の森」図書室の坂の上の雲ミュージア
ムへの整備について、令和7年度中の開設に向けて準備を進める。

市民が文化芸術に気軽に触れられる機会を創出するため、まちなかで、演奏や合唱、ダンス
などの鑑賞ができる活動に補助する。

「俳句甲子園」や「俳都松山PR事業」、「街はことばのミュージアム」など、ことばをキーワードと
した事業を展開し、「ことばを大切にするまち松山」を市内外に発信する。引き続き、過去の「こ
とば募集」で寄せられた、ことば作品の掲出や群読コンクールを開催する。

俳句ポストに投句された俳句の選句と発表を行い、松山を訪れた観光客の満足度を高め、市
民がより俳句文化に親しめるようにする。また、俳句投稿サイト「俳句ポスト365」を運営し、俳
都松山をPRする。

スポーティング
シティ推進課

スポーツを切り口に、国内外での交流人口の拡大を目指し、関係団体や民間事業者と一層連
携し、スポーツコンベンションの誘致やプロスポーツ支援に取り組む。

交通の利便性向上とまちの賑わい創出柱❷



（単位：千円）

予算額 担当課事　　業　　概　　要

（文教消防関係）

文化財めぐり事業 1,797 文化財課

埋蔵文化財センター管理・教育普及事業 ［施設管理以外］ 16,636 文化財課

子規記念博物館管理運営事業 ［施設管理以外］ 29,272 子規記念博物館

（市民福祉関係）

【拡充】 高齢者いきいきチャレンジ事業（再掲） 4,000 高齢福祉課

スポーツ・レクリエーション教室開催等事業 1,532 障がい福祉課

動物愛護管理施設整備事業 280,810 生活衛生課

生涯健康づくり推進事業 5,453 健康づくり推進課

（都市整備関係）

都市再生協議会運営事業 44,209 都市・

交通計画課

【拡充】 市駅前広場整備事業 701,300 都市・

交通計画課

城山公園整備事業 115,257 公園緑地課

松山総合公園内に動物愛護管理施設を整備し、動物愛護の啓発や譲渡をより一層推進し、人
と動物が共に暮らせるまちづくりを進める。
令和5年度は施設の建設を行い、年度内の完成を目指す。

国・県・市指定文化財など、郷土にある様々な文化遺産を見学する機会を作り、文化財保護の
意識を高める。

市民が、本市の埋蔵文化財や歴史・文化への理解を深めるために、常設展に加え、特別展や
講演会などの教育普及活動を行い、埋蔵文化財を保護する意識の啓発や市民の地域学習な
どでの埋蔵文化財の活用を進める。
令和3年度から4ヵ年で、老朽化している国指定重要文化財「愛媛県朝日谷二号墳出土品」を
保存修理する。

子規顕彰全国俳句大会、子規顕彰全国短歌大会、子規顕彰松山市小中高校生俳句大会、子
規さん俳句かるた大会などを開催するほか、SNSなどを活用して広く周知することで、短詩系
文学を普及・振興するとともに、子規の魅力を発信する。

障がい者スポーツをサポートする指導員の育成を支援する。また、障がい者が健康増進のた
め、地域で広くスポーツに親しむことができるよう、障がい者スポーツ大会を開催するなど、活
躍の場を提供することで、障がい者の社会参加の促進と障がい者スポーツの振興を目指す。

公・民・学が連携する、都市再生協議会の活動拠点である「松山アーバンデザインセンター」が
行うまちづくりの調査研究や計画立案、人材育成の活動などの運営経費を負担する。

公共交通の利便性向上や、中心市街地の賑わい創出につながるコンパクトシティのシンボル
広場として、市駅前広場を整備する。
令和5年度は、東西ロータリーや中之川通りの路上駐輪場の整備工事を行うほか、地元商店
街が所有するアーケード撤去や沿線建物のファサード（外観）整備に補助する。

松山市の2大交通拠点である「松山市駅」と「ＪＲ松山駅」中間にある城山公園（堀之内地区）
を、史跡を保存・活用しながら、市民や観光客が自由に集い憩える緑ゆたかな本市のセントラ
ルパークとして、整備区域内の無電柱化に伴う工事等を実施する。

65歳以上の高齢者を対象に、健康アプリを導入し、従来のイベント参加でのポイント付与に加
え、目標歩数の達成、脳トレゲーム、食事の記録、健診の受診等でもポイントを付与する。

インセンティブを付与するウォーキングや健康マイレージ事業等を通じて、子どもや働く世代が
主体的に健康づくりを継続できるきっかけづくりや、松山市健康増進計画「健康ぞなもし松山」
に基づき、子どもから高齢者までライフステージにあった健康づくり等、生涯を通じた健康づくり
を支援する。



（単位：千円）

予算額 担当課事　　業　　概　　要

都市緑化推進事業［植木まつり分］ 3,369 公園緑地課

みんなで育む美しい街並みと賑わい創出事業 10,147 都市デザイン課

市街地再開発支援事業［湊町三丁目Ｃ街区地区第一種市街地再開発事業］ 3,288 都市デザイン課

松山駅周辺整備事業［土地区画整理事業分］ 1,205,645

【新規】 松山駅周辺整備事業［バスタプロジェクト推進事業分］ 20,710

（債務負担行為）

（産業経済関係）

商店街等活性化事業 10,562 地域経済課

【拡充】 商店街等需要喚起支援事業（再掲） 26,400 地域経済課

まつやま産業まつり事業 15,240 地域経済課

二之丸庭園・城山公園等管理事業 142,076

松山を楽しもうキャンペーン事業 23,500

地域の特産品の展示・販売などで、各種産業を周知するため、城山公園で「えひめ・まつやま
産業まつり」を愛媛県と共同開催する。

観光・
国際交流課

商店街の活性化に取り組む団体の活動を支援することで、空き店舗率の改善や商店街の利
用者増加につなげて、市内商店街の賑わいを創出する。

感染症の影響により、落ち込んだ消費を喚起するため、市内商店街が実施する需要喚起策を
支援する。

事項 期間 限度額

二之丸史跡庭園等の施設を適切に管理するとともに、季節に応じたイベント等を開催し魅力を
充実させることで、集客を促し、来場者の満足度を高める。

松山駅
周辺整備課

松山植木まつりの開催により、市民の緑化に対する理解促進及び機会創出を行い、花と緑の
あふれるまちをつくる。

美しい街並みや賑わいの創出に取り組むため、民間による施設整備などへ支援する。

松山駅周辺土地区画整理事業
に伴う支障物件移転補償事業

R5～R8年度 900,000

中心市街地活性化を目的に、民間主導の市街地再開発事業の推進を支援するため、効果検
証業務等を行う。

移転補償や宅地造成、道路・電線共同溝の工事などを実施する。
令和5年度は、バスタプロジェクトの整備方針と事業計画の策定に向け検討を進める。

観光・
国際交流課

中心市街地を活性化するため、新聞社や放送局などの県内主要メディアが一体となり行政と
連携しながら、城山公園を中心に「松山を楽しもうキャンペーン」を開催する。

(債務負担行為)

事項 期間 限度額

二之丸庭園入園料
キャッシュレス決済手数料

R元～R6年度 900

松山城二之丸史跡庭園・
その他付帯施設等指定管理委託

R4～R9年度 663,100



（単位：千円）

予算額 担当課事　　業　　概　　要

松山城管理事業【松山城】 180,472 観光・
国際交流課

重要文化財である松山城を維持管理するほか、夜間のライトアップイベントや松山城を舞台に
した集客イベントを開催するなど、松山城の魅力を充実させることで、集客を促し、来場者の満
足度を高める。

(債務負担行為)

事項 期間 限度額

松山城天守観覧料等
キャッシュレス決済手数料

R元～R6年度 33,500

松山城天守・ロープウエイ
東雲口駅舎等指定管理委託

R4～R9年度 1,020,900



（単位：千円）

予算額 担当課

（産業経済関係）

【拡充】 中小企業資金貸付事業 （再掲） 4,794,216 地域経済課

（債務負担行為）

松山しごと創造センター運営事業 44,274 地域経済課

（債務負担行為）

ウィズコロナ雇用促進事業（再掲） 24,800 地域経済課

【拡充】 ニューノーマル対応促進事業［人手確保支援・業務効率化（デジタル化・DX）支援分］（再掲） 29,400 地域経済課

データサイエンス活用支援事業（再掲） 9,233 地域経済課

令和5年度 市長公約関連事業

25事業 6,138,796千円

事　　業　　概　　要

創業や経営の支援など、「しごと」に関する幅広いサービスを、ワンストップで提供する「松山し
ごと創造センター」を管理運営する。

感染症の影響を受けながらも社会経済の変化に対応して、新しい時代に挑む企業の成長を支
援するため、企業活動に重要な経営資源である人材確保を後押しするとともに、安定した雇用
や多様な人材が活躍できる雇用機会の創出を行う。

中小企業のIT化・デジタル化による業務効率化に向けた支援などを行う。
令和5年度は、「収益拡大・新ビジネス創造に関する連携協定」を基にスタートアップ関連イベ
ントを行う。

大学生を対象にデータサイエンティストを育成するとともに、市内企業のデータを学生と企業が
活用しながら企業の課題を解決する。

中小企業者などの創業や経営を支援するため、低金利融資や保証料補助を行う。
令和5年度も引き続き、長引く感染症の影響で厳しい状況にある中小企業などの資金繰りを支
援するため、本市独自の無利子・信用保証料なしの融資を含む、低金利の融資枠を400億円
規模で確保する。

事項 期間 限度額

創業者支援利子補給金
平成24年度から、日本政策金融公庫が取り扱う創業者
向けの融資制度を利用して市内で創業する事業者に対
し、年1.0％を限度として利子補給する。

松山市設備資金融資
利子補給金

平成30年度から、松山市中小企業資金融資制度を利用
して一定の要件を満たす中小企業者又は当該融資を
行った金融機関に対し、年1.0％を限度として利子補給す
る。

松山市消費税対策
資金融資利子補給金

令和元年度から、松山市中小企業資金融資制度を利用
して一定の要件を満たす中小企業者又は当該融資を
行った金融機関に対し、年1.0％を限度として利子補給す
る。

松山市新型コロナウイルス対策
資金融資利子補給金

令和2年度から、松山市中小企業資金融資制度を利用し
て一定の要件を満たす中小企業者又は当該融資を行っ
た金融機関に対し、年1.5％を限度として利子補給する。

新型コロナウイルス対策
金融支援利子補給金

令和2年度から、愛媛県が取り扱う新型コロナウイルス
対策の融資制度を利用した中小企業者又は当該融資を
行った金融機関に対し、年0.5％を限度として利子補給す
る。

事項 期間 限度額

松山しごと創造センター運営委託 R2～R5年度 126,000

経済の活性化と雇用環境の整備柱❸



（単位：千円）

予算額 担当課事　　業　　概　　要

【拡充】 人材育成等補助事業（再掲） 15,200 地域経済課

中小企業販路拡大事業 12,000 地域経済課

【拡充】 国際観光客誘致促進事業 （再掲） 155,778

【拡充】 修学旅行誘致促進事業（再掲） 13,082

【拡充】 広域・観光交流事業　 6,097

瀬戸内・松山観光ビジネス戦略事業 48,828

クルーズ船誘致・受入推進事業 12,507

【拡充】 道後温泉活性化事業 158,531 道後温泉事務所

（債務負担行為）

道後温泉本館保存修理寄附推進事業 4,977 道後温泉事務所

市内中小企業などの従業員が、ビジネスモデルの変化に対応するため、リスキリング（求めら
れるスキルの変化に応じて、新たなスキルや知識の習得を行う。）を目的とした研修などを受
講する場合に、その費用を補助する。
また、高度DX人材などの育成のため、特化した制度を創設する。

松山圏域で連携し、中小企業などが県内外の複数の大手企業などに直接売り込む「逆」商談
会を地元で開催し、販路を拡大する。また、台湾との経済交流を推進するため、市内事業者の
台湾での販路拡大などを支援する。

未来へつなぐ道後まちづくり事業 R2～R5年度 340,000

道後温泉本館保存修理工事
完成記念事業

R5～R6年度 25,000

観光・
国際交流課

愛媛県などと連携したインバウンドの誘致促進などに取り組む。
令和5年度は、多くの外国人観光客が訪れる広島や関西圏域からの誘客を図るための助成事
業などを行い、外国人観光客の獲得につなげる。

観光・
国際交流課

広島地域の自治体などと連携するほか、今後の更なる送客に向けて九州地域（福岡、大分）
や中京・東海エリアを重点地域とし、学校や旅行会社などに誘致宣伝活動を行うとともに、令
和5年度は新たに、障がいのある児童・生徒の修学旅行サポートを充実することで、来松校の
新規獲得や既存校の定着につなげる。

観光・
国際交流課

本市とのゆかりや深いつながりがある都市や近隣市町との連携事業などを実施し、観光交流
人口の拡大につなげる。
令和5年度からは、新たに別府市との観光連携に取り組む。

観光・
国際交流課

広島地域と松山を結ぶ海上ルートを活用し、瀬戸内・松山エリアへの誘客促進に向けて、交通
事業者や広島地域の自治体などと連携し、旅行商品の造成などを行うとともに、首都圏や関
西圏などのほか、中国・四国・九州地域での観光プロモーションなどを行う。

観光・
国際交流課

松山港に寄港するクルーズ船を誘致するために、愛媛県と連携し、船会社への商談会などに
参加し、本市の魅力をPRするほか、寄港時には乗客に観光案内などで市内周遊を促し、地域
経済の活性化につなげる。

道後温泉本館保存修理工事での観光産業や地域経済への影響を緩和するため、後期工事期
間中も工事と連動した活性化事業に継続して取り組み、道後温泉地区の賑わいを創出する。
令和5年度は、新たに、翌年度に迎える本館改築130周年や本館工事が完成する記念の年に
向けてプロモーションなどを行い、地元の機運醸成や誘客につなげる。

事項 期間 限度額

道後温泉本館保存修理工事の費用に、市内外から広く寄附を募り、本市が誇る重要文化財を
未来に遺す機運を高める。



（単位：千円）

予算額 担当課事　　業　　概　　要

【拡充】 道後温泉本館保存修理事業 【道後】 579,208 道後温泉事務所

（債務負担行為）

水田農業担い手支援事業 1,532 農水振興課

有害鳥獣捕獲緊急対策事業 94,573 農水振興課

【新規】 有害鳥獣捕獲緊急対策事業［有害鳥獣捕獲情報有効活用事業分］ 7,831 農水振興課

農業後継者対策事業 1,015 農水振興課

担い手等経営発展支援事業 6,409 農水振興課

流通販売促進事業 29,464 農水振興課

荒廃農地再生利用事業 619 農水振興課

未来型果樹産地強化支援事業 42,149 農水振興課

【新規】 農業型地域おこし推進事業 7,186 農水振興課

まつやま農業未来投資事業 27,637 農水振興課

【新規】 新たな森林経営管理制度推進事業［木材出荷支援事業分］ 12,250 農林土木課

優良農地の確保や荒廃している農地の有効活用、生産者の事業拡大のために、農地を再生
し、利用する経費の一部を補助する。

果樹農家の生産性向上や事業継続のため、「紅まどんな」、「せとか」などの高収益が期待でき
る品種の生産に必要な生産設備や、平成30年7月豪雨災害からの復旧園地での営農再開に
かかる経費に補助する。

農業に特化した内容で地域おこし協力隊を採用し、島しょ部の農業振興と地域活性化を目指
す。

儲かる農業への転換を進めるため、花木産地の拡大を目指すほか、アボカドの産地化を新た
な技術で推進する。また、新規就農者の確保や育成のために、新規就農者の園地で職員が
一緒に生育管理をするなど、本市独自の方法でフォローアップする。

効率的かつ安定的な林業経営が成り立たない小規模な森林を林業経営につなげるため、市
内の森林所有者や林業経営者が木材出荷を目的として実施する伐採等の経費の一部を補助
する。

営農集団等の担い手に奨励金を交付し、水田の集積を進めるとともに、農機具の導入を支援
し、水田農業の経営発展と水田の効率的利用を促進する。

新規就農者や農業後継者が直面する様々な課題を解決し、本市の農業の持続的な発展に必
要な次世代の農業経営者を育成する。

人・農地プランを法定化し、地域での話し合いにより目指すべき将来の農地利用の姿を明確化
する「地域計画」の策定を推進するなど、認定農業者などの経営や地域農業の発展に取り組
む。

「まつやま農林水産物ブランド」を生産者、販売者、消費者が誇れるトップブランドに成長させる
ため、デジタル社会に対応した新たなPR活動や販売スタイルをつくる。また、松山で採れた旬
の果物や野菜などを集めた「まつやま農林水産まつり」を開催し、産品の認知度を上げ、販売
を促進する。

有害鳥獣を捕獲した場合に報償金を支払うほか、被害を防ぐための電気柵や捕獲するための
箱わななどの整備費用を補助する。

地域の状況にあった効率的な有害鳥獣対策を行うため、鳥獣の捕獲情報を有効活用できるシ
ステムを開発する。

重要文化財 道後温泉本館の文化財的価値を維持し、次代に引き継ぐため、地域経済への影
響を考慮した工事方法で保存修理工事を円滑に実施する。
令和5年度は、道後温泉保存修理工事後の営業のために、保存活用計画の策定などを行う。

道後温泉本館保存活用事業 R5～R6年度 22,500

事項 期間 限度額

道後温泉本館保存修理工事 H30～R6年度 2,394,200



うち脱炭素関連事業

（単位：千円）

予算額 担当課

（総務理財関係）

【新規】 ●車両等管理事務［車両電動化促進による脱炭素化推進事業分］ 12,318 管財課

●SDGs推進事業 8,000 企画戦略課

【新規】 デジタル化推進事業（再掲） 31,058 デジタル戦略課

（債務負担行為）

防災ひとづくり地域創生事業 2,250 防災・危機管理課

切れ目のない全世代型防災リーダー育成事業 18,300 防災・危機管理課

●雨水利用促進事業　 4,360 水資源対策課

【拡充】 ●節水推進事業（再掲） 23,134 水資源対策課

新規水源開発準備事業 1,361 水資源対策課

令和5年度 市長公約関連事業

大学生防災士と地域や学校の防災活動をつなぎ、若い世代の防災リーダーを育成して地域
を活性化する。

産官学民の代表による「松山市防災教育推進協議会」を通じて、小学校、中学校などの教育
現場や、社会教育の場で全ての世代に防災教育を進め、小学生から高齢者まで切れ目なく
防災リーダーを育成し、市民全体の防災意識を高めて地域防災力を向上させる。

38事業 3,497,769千円

事　　業　　概　　要

●は脱炭素関連事業

13事業 991,341千円

公用車をガソリン車から電気自動車へ段階的に転換し、CO2の排出量を削減するとともに、
災害時の非常用電源としても活用する。また、市が電気自動車を積極的に導入することで、
脱炭素の取組を普及啓発する。

SDGsの達成に向け「産・学・民・官・金」など各種団体が協働で課題解決に取り組むプラット
フォーム「松山市SDGs推進協議会」の活動支援を行うとともに、SDGsを推し進める旗振り役
としてSDGs推進コンダクターを養成するなど、地域に行動の輪を広げることで、持続可能なま
ちづくりを推進する。

松山市情報化推進指針などに基づき、市民生活の利便性の向上や、デジタル技術を活用し
た地域課題の解決に取り組み、「自治体ＤＸ」・「地域社会のＤＸ」の取組を加速させるほか、伴
走型での地域コミュニティのデジタル化支援やデジタルデバイド対策を行う。
また、施設の維持管理や現地調査等にドローンなどを活用し、業務の効率化につなげる。

事項 期間 限度額

内部事務システム再構築及び
電子決裁基盤導入業務委託

R5～R9年度 590,700

雨水の利用を促すため、市民や事業者が雨水貯留施設を設置する場合に、助成金を交付す
る。また、水循環の大切さへの理解と関心を深めるための啓発活動を行う。

節水意識を高めるため、節水型トイレへの改修や節水シャワーヘッドの購入を行う場合に、助
成金を交付するとともに、水の大切さを楽しみながら学べる体験・参加型のイベントなどを実
施する。
令和5年度は、節水啓発のためのリーフレットを全世帯に配布する。
また、市有施設で節水機器を使用した実証実験を行い、節水効果などの検証と普及に向けた
検討を進める。

新規水源開発に向けて、さらに調査・研究を進める。

安全・安心で持続可能なまちづくり柱❹



（単位：千円）

予算額 担当課事　　業　　概　　要

●は脱炭素関連事業

『坂の上の雲』を軸とした21世紀のまちづくり事業 11,448

風早レトロタウン構想促進事業 4,888

三津浜地区活性化推進事業 9,058

移住定住促進事業 36,000

フィールドミュージアムアカデミー久谷カレッジ運営事業 1,000

【新規】 子育て世帯いらっしゃい事業（再掲） 5,000

【新規】 松山市地域振興構想策定事業 6,249

（債務負担行為）

【拡充】 愛ランド里島構想推進事業 58,436

里島地域おこし推進事業 12,997

【拡充】 坂の上の雲ミュージアム施設管理運営事業 [施設管理以外] 1,600

坂の上の雲ミュージアム企画展示事業 

26,197

まちづくり
推進課

坂の上の雲ミュージアムをまちづくりの中核施設として活用するとともに、地域の宝の保存、
活用、継承などを目的とした解説板や案内標識等の設置を支援する。また、地域資源を巡る
ふるさとウォークなどの実施や、パンフレットによる広報などのほか、地域資源を知り、体験す
ることができるポイントラリーや動画を制作するなど、『坂の上の雲』のまちづくりに取り組む。

坂の上の雲
ミュージアム

まちづくり
推進課

松山への定着と新しい人の流れをつくるため、若者目線で松山の魅力を発信する「マツワカ」
の活動のほか、移住希望者に寄り添ったオーダーメイド型移住体感ツアーや移住相談などの
取組を推し進め、「住みたい」「住み続けたい」まちを目指す。

地域おこし協力隊が、島の魅力創出やプロモーション活動などに取り組み、地域振興の担い
手として交流人口の拡大や地域経済の活性化を目指す。

坂の上の雲ミュージアムを維持管理するほか、定期講座などの各種活性化事業を行う。
令和5年度は、小説『坂の上の雲』完結50周年を記念し、記念シンポジウムを開催するなど、
来館者の増加を目指す。

坂の上の雲ミュージアムで毎年開催する企画展の計画策定・展示設計・展示制作などを行
う。

松山市地域振興構想策定事業 R5～R6年度 6,700

まちづくり
推進課

まちづくり
推進課

風早レトロタウン構想の実現に向け、資源活用、環境整備、情報発信、交流促進、協働推進
の5つのポイントに基づき、北条地域の活性化に取り組む。

まちづくり
推進課

『坂の上の雲』フィールドミュージアム構想のサブセンターゾーンを中心に、これまでの取り組
みを振り返るとともに、市内各地域の特色や特性を生かしたまちづくりを進めるための新たな
地域振興構想を令和6年度に策定する。
令和5年度は、有識者や地域関係者との意見交換やアンケート調査などを行い、構想案の作
成を進める。

事項 期間 限度額

まちづくり
推進課

三津浜地区活性化計画に基づき、港町として栄えた面影が今も息づく歴史や文化など三津浜
地区の魅力ある地域資源を活用し、賑わいを創出する。

まちづくり
推進課

久谷地域全体を「フィールドミュージアムアカデミー久谷カレッジ」とし、行政と地域まちづくり
団体、地元大学が連携し、地域の歴史や価値を研究・再評価し有効に活用することで、地域
を活性化させるとともに、若い世代のまちづくりへの参画の意識を高める。

まちづくり
推進課

子育て世帯の移住を推し進めるため、移住する際の引越し費用の一部を補助する。
また、子育て世帯で、移住を検討している方へ積極的に情報発信し、子育て世帯から「選ば
れるまち」を目指す。

まちづくり
推進課

坂の上の雲
ミュージアム

愛ランド里島構想の重点プロジェクトである定住を促進するため、「ハイムインゼルごごしま」、
「神浦定住促進施設」、「空き家バンク」を運営するなど、島しょ部の活性化を目指す。
令和5年度は、空き家バンクの登録物件を増やすため、新しく支援制度を設けるとともに、中
島・興居島の定住促進施設のプロモーションを強化し、移住や定住をさらに推し進める。



（単位：千円）

予算額 担当課事　　業　　概　　要

●は脱炭素関連事業

都市イメージ向上事業 27,224

市政広報事業 154,282

（債務負担行為）

まつやま　首都圏シティプロモーション事業 1,651 東京事務所

（文教消防関係）

松山圏域消防指令センター整備事業 1,708,003 消・通信指令課

（債務負担行為）

（継続費）

公民館施設マネジメント事業 288,585 学習施設課

（継続費）

（市民福祉関係）

市民との対話事業 669

（都市整備関係）

【拡充】 ●市駅前広場整備事業（再掲） 701,300 都市・

交通計画課

●都市緑化推進事業［植木まつり分］（再掲） 3,369 公園緑地課

シティプロモー
ション推進課

事項 期間

広報紙やホームページ、点字広報など、本市の広報手段を活用し、市の基本方針や事業な
どをPRすることで、市政への正しい理解と協力を求める。また、関西などで開かれる県人会
で、本市出身者などに、市政への協力を求める。

全国の人々から「選ばれる都市」を実現するため、本市の魅力ある資源や特性を生かして、
都市イメージと認知度を高める。

シティプロモー
ション推進課

松山の「地域イメージの向上」や、「交流・移住人口の増加」につなげるため、東京事務所の
立地面での利点を生かしながら、効果的なプロモーションを展開していく。

203,100

限度額

広報まつやま発行事業 R4～R5年度 79,200

R4～R5年度
R4年度 43,000

R5年度 85,000

事項 期間 限度額

松山圏域消防救急デジタル
無線設備更新事業

R5～R6年度
R5年度 728,500

R6年度 711,500

事項 期間 年度 年割額

松山圏域消防指令
システム構築事業

R4～R5年度 1,060,100

松山植木まつりの開催により、市民の緑化に対する理解促進及び機会創出を行い、花と緑の
あふれるまちをつくる。

タウンミーティ
ング課

長寿命化計画に基づき、公民館施設の老朽化状況や将来の需要に応じて、適切な時期に適
切な規模で改修などを行い、長寿命化を進めることで、財政的に持続可能な範囲で、安心・
安全な施設整備を行う。

事項 期間

広報まつやま等配送事業 R4～R7年度

公共交通の利便性向上や、中心市街地の賑わい創出につながるコンパクトシティのシンボル
広場として、市駅前広場を整備する。
令和5年度は、東西ロータリーや中之川通りの路上駐輪場の整備工事を行うほか、地元商店
街が所有するアーケード撤去や沿線建物のファサード（外観）整備に補助する。

年度 年割額

素鵞公民館
長寿命化改良事業

令和6年4月に松山圏域消防本部（松山・伊予・東温）で消防指令の共同運用を開始し、将来
にわたって持続可能な消防体制をつくる。令和5年度に消防指令システムを構築し、令和5年
度と令和6年度で消防救急デジタル無線設備を更新するなど、隣接地域や大規模な災害時
の相互応援体制を充実・強化する。

市民と直接対話することで、地域の魅力や課題を明らかにし、連携を深めるため、「タウンミー
ティング」を開催するほか、市民が集まる場に市職員が出向いて、市政の説明や意見交換を
行う「笑顔のまつやま まちかど講座」を実施する。



（単位：千円）

予算額 担当課事　　業　　概　　要

●は脱炭素関連事業

（環境企業関係）

●環境教育啓発推進事業（再掲） 29,540

●地球温暖化対策事業 1,537

【新規】 ●ゼロカーボンシティ松山推進事業 166,370

●SDGsスマートアイランドモデル事業 6,823

●市内企業脱炭素促進事業 4,150

●ふれあい収集事業 5,440 清掃課

雨水貯留浸透施設改造助成事業【下水】 4,000 公営企業局

（産業経済関係）

ニューノーマル対応促進事業［都市部人材デュアルワーク支援分］（再掲） 17,431 地域経済課

産業立地セールス事業 53,162 地域経済課

鹿島賑わい活性化事業 25,579

【新規】 ●新たな森林経営管理制度推進事業［木材利用促進事業分］ 25,000 農林土木課

環境モデル
都市推進課

市民の環境意識の向上を目指し、小中学校や各種団体にエコリーダーを派遣するとともに、
「体験型環境バスツアー」「サマーエコキッズスクール」など、体験型の環境学習を行う。また、
まつやまRe・再来館を拠点にごみ減量リサイクルや温暖化対策のほか、自然環境学習の各
種体講座を開催するなど、環境全般にわたる啓発を行う。さらに、市民や事業者に、食品ロス
の削減を目的とする「3010運動」や「冷蔵庫チェック」への協力を呼びかける。

環境モデル
都市推進課

市民や事業者に積極的な温室効果ガス削減の取組を促す。令和5年度は、改定後の「地方
公共団体実行計画」を適切にマネジメントすることで脱炭素社会の実現を目指す。

環境モデル
都市推進課

ゼロカーボンシティの実現に向け、再生可能エネルギーを「創る・貯める・賢く使う」仕組みを
普及させるため、太陽光発電や蓄電池システム、V2H（Vehicle to Home）などの設置者と電
気自動車や燃料電池自動車の購入者に補助する。
また、公用車の電動化及びカーシェアリング導入の実証を行うほか、市民向けの啓発コンテ
ンツの作成や、行動変容を促すナッジを活用した実証事業などを実施することで温室効果ガ
スの削減を目指す。

環境モデル
都市推進課

人口減少や高齢化、エネルギーの脆弱性などの課題を抱える中島で、将来にわたって持続
可能なスマートアイランドを実現するため、再生可能エネルギーの導入を進め、温室効果ガス
の削減などに取り組む。また、中島地域に設置したソーラーカーポート及び蓄電池をグリーン
スローモビリティや電動自転車の充電などに活用し、再エネの地産地消を行うとともに、島内
の周遊性の向上につなげる。

環境モデル
都市推進課

本市の温室効果ガス排出量の約8割を占める産業・業務・運輸部門の脱炭素の取組を加速
するため、市内事業者向けESG融資を取り扱う地元金融機関と連携し、先進的な取り組み事
例の周知・啓発を行うほか、SLL（サスティナビリティ・リンク・ローン）への外部審査手数料の
一部補助を行い、脱炭素に積極的に取り組む市内事業者を支援する。

観光・
国際交流課

柔軟な働き方推進のため複業を行う都市部の外部人材の活用に向けた支援などを行う。

市内外企業への営業活動などで、本市への立地を促進する。

木の良さのPR及び市民の木材利用に関する意識向上を図るため、多くの市民が利用する市
内の民間施設の木質化にかかる経費の一部を補助する。

公共下水道の接続で不要となった浄化槽を雨水貯留浸透施設に改造する人へ助成する。

鹿島公園を安全で快適に管理しながら、島の魅力を広く発信して来島者の増加につなげる。

ごみ出しが難しい高齢者などを対象に、自宅前まで市職員が訪問してごみを収集することで、
ごみ出しの負担を減らすとともに必要に応じて声掛けし、孤立化を防ぐ「ふれあい収集」に取り
組む。


